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福井県におけるサツーマイモネコブセンチュウの被害実態について

杉 本達美

(福井県農業試験場）

本県におけるサツマイモネコプーセンチュウ(Meloid-一ルの有無を調査し，さらに土性により発生被害程度は
ogynesppは数年前より，サツマイモの耐虫性品砿選抜異るといわれているが，どの程度異るものかを調査する
試験や二～三の薬剤防除予備試験奪若干の成談は得られために，本県の南部に位する徹南地方のセンチユウ常発
一部の地域においては被害の実態を把握しておるも，県地3ケ所（小浜市，高浜町，上中町）を選定し主要作物
下全般の発生被害状態については不明のまま今日に至りについて，，作物20株以上についてそれぞれ砂壊土,壊
早急に県下の実態，これの防除対策，適確なる薬剤防除土，埴壌士別に調査を行った。また本県におけるネコブ
法の確立等の必要にせまられておった折，幸い本年蕊林センチュウの寄主植物とその被害程度を明らかにするた
省より各県の畑地におけるセンチュウの発生被害実態調め従来より被害の多かった主要常発地4ケ村を抽出し部
在方の依頼があり，昭和33年8月以降10月にわたり県下落別に主要栽培作物およびその附近の雑草について調査
全般の実態調査を実施しその概略を把握することが出来
たのでここにその一部を報告する次第である。本調査は
小寺技師（専門技術員）をはじめ普及貝，発生予察員，
ならびに関係各位の協力の元に行われたものであり，
とりまとめに際しては小寺技師，当農試友永技師の御指
導を仰いだ。ここに嘘んで謝意を表する。

調査方法〔サツマイモネコプセンチニウの発生状況
調査〕福井県下の発生分布状況を調べるため旧市町村別

を行った。

〔常発地におけるアンケート〕常発地におけるセンチ
ユウ被害実態を把握するため坂井郡三国町（旧加戸村）
の畑作農家32戸をランダムに選定し被害作物，被害面較，
品諏問差異，害徴，害徴と品質との関係，など調査し，
さらに栽培作物中蛾も被害の甚だしかったサツマイモに
ついて減収割合，品質，床土，育苗様式，輪作様式，地
下水位，地形，土性，地力，圃場年数，被害年数，害徴
発現時期，防除等についてアンケートを行った。
調査結果及考室〔サツマイモネコプモンチニウの発生

にその地帯に栽培されている主要作物5種類以上につい

て1作物1圃場10株以上，5圃場を単位として抜坂りゴ
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線虫による被害を認めたもの
網迩時に昭めな1，が縄!f発生しておるらし↓、
被審を砲めず
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第1図福井県下のサツマイモネコブセンチユウ発生分布図（昭和33年8月～10月調）
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1959年8月 繩）I:蝶におけるザツマイモネープセンチュウの被害実態について －121－

状況調壷〕県下の旧ii】町村別の諾'1畠分布状況#ま第1図;こ

示すとおりであり以下土性との側係寄'{却i杓との関係，

は第1表～第2表に示した。

実態調在の結果は8月～10月にかけての限られた作物

についてであるが本県におけるネープセンチュウの発生

はほとんど県下全鮫に認められた。これを地･勝別にみる

と坂井郡砂丘地帯，丘陵地‘勝，大野、勝l1l畑作地帯、徹

南畑地帯や河川流域などの砂鞭土，火山灰土幕の蛭鑑土

地帯で蔬菜栽培地に多く‘悪め，被',6fが‘忍められなかった

市町村の大部分は水lll地･III:at"I1tWilmi壊或iま湿地･淵，

田畑転換の地,勝であった。

土性と被齊との関係では土性別;こ詮ると-,-火甑サツマ

イモなどはいずれの.上性においても縦tij:&#受けるかその

他の作物は軽鑑土に被'$if多く,･"lこ姪繼上ほど被‘好径

度は大きくまた発見も火であった。

つぎに寄主植物とその被‘'深&度を渦べた結采第2蕊に

示すように旧町村別にみるとI副地域-ごは被・:lf礎度に大遥

ないがマクワウリ，サ､ソマイモ，トウモ匡二シなどは地

域により若干の差がみられる，その地幣のl要作物の大

部分は被害を受け，程度も大きい，雑難の寄生程度は作

物より小であるがクローバー，ケイトウ，スベリヒユな

どは目立った。

〔常発地におけるアンケー1-〕（1）センチュウ’滞発地

幾家についてアンケートを行った結果，麦，陸稲などに

第3表サツマイモ，ナタネの品諏問差異

は被害を認めていないが，主要栽培作物はほとんど被害

を受けその面破も畑地の約43％に亘っている。

(2)耐虫性の品甑間差異のうちサツマイモについては従

来本鮎で検定した結果と同じ傾向であった，ナタネにつ

いては砿当少く明白に出来ない。

(3)作物の害微は初め部分的であるが，漸次，拡大し圃

場全面に亙り，地上部の生育状態からもある程度診断出

来るようである。

第4嚢害徴と品質

1

’

’ ’
害徴品質

柵付け1ケ月後ころから発育不良，葉に
光沢なく黄色～黄褐色。葉萎縮し1/2～
'/3程産の大きさとなる。下葉枯死，葉
日やけ水やけ状となる。

作物名

サツマイモ

樹勢悪く生育おくれる，菜小型となり葉
肉うすい。莱柄部より薬下部に曲る（捲
縮する）
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ナタネ|薗地際翻よりくびれる
茶 ｜新鞘の発育不良製品の味低下する。

(4)薬剤防除を実施した農家は未だ1例もなかった，

(4Hクラブ等の避事研究会等では床土消毒を行ってい

る｡）

(5)サツマイモ（チャボ，耐虫性弱)，についてアンケ

ートの結果大部分の幾家が前年の被害土を用いてビニー

ル育苗を行い，甘藷一菜髄の輪作体系をくりかえし茶樹
を間作している。

(6)被害は畑地として10年以上経った軽霧土で5年ほど
前からこれを認めている。害徴は作物の生育中期ころか
ら観察されている。

(7)サツマイモのネコプセンチュウによる減収は5年以

上経った熱畑に多く，地力のない地下水位の低い畑が大
きい，地上部の被害も早くから現われた圃場ほど減収も

大きく品質の低下を来している。
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土中に生きる薬効機作の疑問←

で汚染されていた土壌を薬剤施用によって清浄化し，い

わゆる処女土壊とするために，作物根が他の生物との競

争の必要がなくなり，自由の場面を確保できることに要

因があるのではあるまいか。こんなことから，土中生物

社会相の雛成，撹乱，崩壊などについて研究する必要が

あろうと思うが，諸蟹の御健考はいかが？

土中にクスリを入れるという方法は決して今にはじま

ったことではないが，ちかごろは，この方面への注目が極

めて高まっている。たしかに害虫を殺し，線虫を殺し，

病原菌を制圧するが，何れの研究も個含に行われている

ため綜合様相は明らかにされていない。一方，焼土法に

よる瑚収等とも併せて考えると，あるいは，今まで生物
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